
図表や写真の点数、配置は自由とする。

　当館には植物標本が約 60 万点あります。大量の標本を管理し活用するにはデータベース（以下DB) 化が必須です。
そこで当館では植物標本の迅速なデジタル画像化、およびOCR（Optical Character Recognition, 光学文字認識）を用
いたラベルデータの自動読み取りシステムの開発に取り組み、DB入力の省力化とDBの充実化をすすめています。
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１.　 標本画像（全体）とラベル部分の切り出し画像を所定のフォルダに格納します（右上も参照）
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標本画像からラベルデータをOCR 自動テキスト抽出し、資料DBに入力するフロー

1 アップロードする標本
画像（右）とラベル部
分切り出し画像（上）

ラベル部分の切り出しはD-Lib
というソフトで自動化しました
（青木 2019）。

OCR データ入力システム画面（下）とOCR 読みとり結果の拡大図（右上）、ラベル写真（右下）。コピー＆ペーストで入力が可能になりました。　　　

ラベルデータ
OCR 読みとり結果

3 資料DBに一括登録する csv ファイル．OCR データ入力システムの導入後、入力速度は
1.5 倍になりました．今後は外部ボランティアの入力支援の導入も視野に入れています。

読みとり失敗部分

1
2

3

    OCR 解析結果（右図参照）を確認し、修正や加筆をしてデータを各項目に割り付けます。
　この画面にはウェブ経由で外部からもアクセス可能です（要パスワード認証）。つまり、
　博物館に実在しなくても入力が可能です。
入力データは毎日 csv ファイルとして保存されます（右上も参照）。
入力ミスがないか確認作業を行った後、資料DBにデータをアップロードします。

このボタンを押すと拡大標本画像が表示される
ラベルデータを確認するのに便利

全体画像をそのままOCR にか
けると植物体がノイズになって
読みとり精度が落ちるため、
ひと手間加えています。

自然環境・評価研究部　系統分類研究グループ 高野 温子

植物標本デジタル化と標本画像からのラベル自動読み取り
システムの開発
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↓

A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！


